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ノートルダム清⼼⼥⼦⼤学

キリスト教精神を基盤としたリベラル・アーツ・カレッジ、ノートルダム清⼼⼥⼦⼤
学（住所：岡⼭県岡⼭市北区、学⻑：津⽥ 葵）は、2024 年４⽉竣⼯に向けて、伊福
町キャンパス南東部に新学棟を建設しています。
情報化、グローバル化が進む社会で活躍できる⼈材を養成するため、また学⽣⼀⼈ひ

とりの潜在能⼒を⼗⼆分に引き出す教育を実践するための施設です。新学棟は本学に
集う学⽣や教職員の交流の場となり、学⽣が⾃らの⽣き⽅を考えるための多様な学び
を⽀援する環境の創出を⽬指します。

リベラル・アーツ教育の実践 － コモンスペース

３階に設ける「コモンスペース」は学⽣が⾃発的かつ能動的に使⽤できる空間で
す。広い空間を広く⼤きく⼤⼈数で使⽤することもできますし、分割し少数でも使⽤
できるようにしています。⾃由に空間を変えられることから、多様な学びの形態に利

伊福町キャンパスに新学棟を建設̶情報化、グローバル
化が進む社会において、対話を促進し、学⽣が、⾃ら成
⻑できる環境を創出します。 

＜概要と設計における特徴＞

・建築⾯積：1,197.80 ㎡  ・延床⾯積：8,311.49 ㎡
・構造：鉄⾻造（S 造）  ・階数：地上 7 階

・登録有形⽂化財であるノートルダムホール本館及び東棟のシンプルで機能的な美しさ
を受け継ぎつつ、情報化に対応した新しい施設・設備、学⽣の活動を重視した建物と
なります。

・⼤・中講義室の増設、⼤⼈数でも少⼈数でもフレキシブルに利⽤できるコモンスペー
ス(多⽬的空間)を設置します。情報化、グローバル化が進む社会において、情報を活
⽤し、積極的に学⽣が主体となって利⽤するスペースを増やし「⾃⼰形成を図る学び
舎」を提供することが時代に呼応するキャンパスの在り⽅だと考えたためです。

・学⽣が集う空間には光をふんだんに取り込み、四季を感じさせるキャンパスの銀杏並
⽊が⾒渡せる設計にしています。

・学⽣アンケート等による学⽣のニーズ（⾷事・⾃習スペースや憩いの場所等の増設）
を可能な限り反映しました。
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活⽤できます。学⽣同⼠、学⽣と教員との対話によって、学⽣の潜在能⼒を⼗⼆分に
引き出す教育をさらに充実できる施設となっています。
また各教室には、様々な形態の学習効果を最⼤化するために液晶プロジェクター、電
動スクリーン、⼤画⾯モニター、マルチメディア機器等を備えます。

学生に対してワンストップサービスを提供 

学修や学⽣⽣活について⼿続きや相談ができる学務部、教職課程履修者を⽀援する
教職課程センター等をワンフロアにまとめることによって、学⽣サービスを向上しま
す。

情報化に対応 

情報デザイン学部新設（2024 年４⽉設置構想中）に伴い、情報デザイン学部専⽤ス
ペースを設け、同学部の学びに必要な最新設備を備えます。また建物内のどこにいて
も学内ネットワーク等に接続できる環境を整えます。

学生のコミュニケーションを促進 

１階はラウンジを中⼼に、⼈々が交差し、コミュニケーションが広がる空間としま
す。また、コンビニエンスストアが出店予定のため、施設の利便性が向上します。ま
た各階にラーニングコモンズを設置し、活発なグループワークやプレゼンテーション
の場を確保します。

その他、窓ガラスには熱を通しにくい素材を使⽤するなど環境にも配慮していま
す。

１階 ラウンジ・コンビニエ
ンスストア（予定）

２階 学務部・教職課程セン
ター、総務部等

３階 コモンスペース、講義
室

４〜7 階 講義室、ラーニングコ
モンズ、演習室、パソ
コン演習室、3D プリン
タ等を備えた⼯作室、
研究室
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東から⾒た完成予想図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
銀杏並⽊から⾒た完成予想図 

【本件に関するお問い合わせ先】 ノートルダム清⼼⼥⼦⼤学 広報室 担当：⼭本・林 
〒700-8516 岡⼭県岡⼭市北区伊福町 2 丁⽬ 16-9 
TEL:086-252-3107 FAX：086-252-7035 E-mail: koho@post.ndsu.ac.jp 


